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１．１５世紀イタリアの肖像画とメダル
レオナルド・ダ・ヴィンチの手になる、ワシントンのナショナル・ギャラリー所蔵の《ジネヴ
ラ・デ・ベンチの肖像》は、レオナルドの現存する肖像画としては最も早い作品である（注１）。肖
像を描かれた人物（以下では「モデル」と記す）の背後には、杜松の木（ジネプロ）のほの暗い
葉叢が、あたかも聖女像が置かれた壁龕の影が像に及ぼすライティング効果のように、モデルの
白い肌をより一層輝かせている。この肖像画の裏面にもレオナルドは、モデルの素性を表す象徴
的図像を描いている。すなわち暗い背景に杜松の小枝、その左右には、オリーブと棕櫚の枝があ
サポーター
たかも紋章図における盾持ちのように、杜松の小枝を囲み、三種の植物にからむ銘帯には、「VIR-
TUTEM FORMA DECORAT（美しき形が美徳を飾る）」というモットーが均整のとれた書体で
記されている（図１）。本作品において、表にはジネヴラ・デ・ベンチという女性の外観が、裏
は彼女の内面のありようが表出されていると言える。
肖像画の裏面に、モデルが内面に持つ徳性を表した絵画としては、ピエロ・デッラ・フランチ
ェスカの《フェデリコ・ダ・モンテフェルトロとバッティスタ・スフォルツァの肖像画》が最も
有名であろう（注２）。公爵フェデリコ・ダ・モンテフェルトロは白馬が引き、四枢要徳（賢明、節
制、剛毅、正義）の擬人像を伴う凱旋車に、妻バッティスタ・スフォルツァは純潔を表す一角獣
が引き、三対神徳（信仰、希望、慈愛）と謙遜の擬人像を伴う凱旋車に乗る姿で描かれ、その下
にラテン語による「ほめ歌」が記されている。ペトラルカの『勝利』に触発された凱旋車と美徳
の擬人像を組み合わせる表現は、フェラーラのパラッツォ・スキファノイアの壁画に顕著なよう
に、１５世紀半ばにはひろく流行をみていた。
ただし、肖像画の両面に組み合わせている
点でピエロ作品はむしろ特異なものと言わ
ざるをえない。なぜなら、現在のウフィツ
ィ美術館での展示法のように、絵の周囲を
鑑賞者が巡ることのできるような特殊な展
示ケースに入れる以外に、随時、両面を見
ることは不可能だからである。
ところで、表面にモデルの外観を、裏面
にモデルが内面にもつ美徳、性格、あるい
は周囲への自らの意見表明といったことが
らをえがく表現法に関して言えば、すでに
１５世紀前半にメダルというジャンルの中で
確立していた。ピサネッロが１４４４年に制作
した《リオネッロ・デステのメダル》（図 図１ 《ジネヴラ・デ・ベンチの肖像》裏面の図像
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２）を見てみたい（注３）。表面には銘をともなう侯爵のプロフィール、裏面には寓意的なモチーフ
が浮き彫りされている。裏面のモチーフは、前景にライオンと、ライオンに巻き物を見せるキュー
ピッド、左背景には岩山に鷲（エステ家の紋章の図像）、枯れ木、そしてライオンの後ろの石碑
に鋳造年の銘とともに、風をはらんだ帆を支える円柱と台が浮き彫りされている。風をはらんだ
マストのモチーフは、１４４３年頃の鋳造と思われる同じモデルのメダルの裏面にも表されており、
インプレーザ
モデルの標章であったと思われる（注４）。キューピッドが手に持つ巻物には楽譜が線刻されている
ことから、この場面はライオンがキューピッドから歌を教わる様子を表しているとされ、このメ
ダルが１４４４年にリオネッロのアラゴン王女マリアとの結婚を記念して鋳造されたことに鑑み、リ
オネッロ（小ライオンの意）が「愛に服従した」のだと解釈される。
モデルの内面を表出するために、先に挙げたレオナルドやピエロの作例にみられる表現法は、
メダルでの方法をそのまま絵画に持ち込んだものに見える。しかしながら、この表現法は展示に
おいても、また鑑賞の便からみても難があるため、長続きしなかった。たかだか直径１０数センチ
のメダルであれば表と裏を返しながら鑑賞し、モデルの外観と内面にほぼ同時に思いを馳せるこ
とは容易であるが、絵画作品、とくにフォーマットが大きいものにはこれは適合しない。
大規模な絵画作品で、表裏両面にえがかれた例として、ドゥッチォのシエナ大聖堂の《聖母荘
厳図（マエスタ）》が思い出されるが、これは鑑賞者（礼拝者）が絵の周囲を巡ることのできる
祭壇上に安置されていたからこそ両面を見ることが可能だったわけで、壁に飾られることが意図
された肖像画とはおのずと成立条件が異なるため、比較は意味をなさないであろう。
注文主であるウルビーノ公爵が、件の肖像画を当時どのような形で持ち、鑑賞していたか断言
デ ィ プ テ ィ ク
はできないが、先行研究でも指摘されているように開閉式２連祭壇画のように２枚のパネルを肖
像画が内側にくるように蝶番で繋いでいた可能性はあるのではないかと思う。しかしそれは、こ
の作品が縦４７cm、横３３cmという比較的小型の板絵であることを前提としており、それ以上のフ
ォーマットになるとこの方法は困難といえる。レオナルド作品のように普段は人目に触れない裏
側にモデルの内面の美徳を描く場合、その人物の徳性の称揚は、きわめて控えめに行われ、裏面
を見ることを許されたごく一部の鑑賞者にのみ開かれていたわけである。
図２ ピサネッロ《リオネッロ・デステの肖像メダル》
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２．モデルの内面を表出した肖像画―１５世紀末から１６世紀の傾向―
）レオナルドの《白テンを抱く婦人》
レオナルドがミラノ宮廷で描いた《白テンを抱く婦人》（注５）は、ミラノのルドヴィーコ・スフォ
ルツァ（イル・モーロ）の愛人チェチリア・ガッレラーニと目されるモデルの美しい外観と同時
に内面をも見る者に伝えることに成功した傑作である。彼女が抱く白テンは、今更言うまでもな
く「貞節」の象徴として長い伝統をもつ動物であり、彼女の宮廷での立場の表明そのものである。
ここで注目したいのは、彼女の視線が鑑賞者から外れ、画面右のほうにまっすぐに向かっている
ことである。彼女の視線の先すなわち画面の右外側に、彼女の姿を照らし出す光源が設定されてい
キャスティング・シャドウ
る。いくつかの例外はあるにせよ、西洋絵画では対象物の左上から光を当て、従って 陰 影は
右下に落ちるのが常套的な表現であるが、本作品では背景が漆黒であることもあいまって、右か
ら差し込む光の強さと光源を見つめる女性の視線が、強い印象を見る者に与えている。
チェチリア・ガッレラーニの保護者ルドヴィーコ・スフォルツァは、太陽になぞらえられるこ
とがしばしばあった。パッサヴァンによってレオナルドに帰属された素描（注６）を写した、聖ヨハ
ネの斬首の画家による《争う動物の素描》（図３）（注７）では、前景で互いに争うライオン、クマ、
龍、一角獣などの動物にむかって、鏡（あるいは金属製の盾）に太陽光を集めて反射させ、動物
たちに当てる若者の姿が描かれている。この版画のもとになった素描では画面上方に太陽そのも
のも描かれているが、これの意味するところは、相争う蒙昧な動物たちに為政者であるルドヴィー
コ（太陽）が強力な光となって争いを鎮め、導いていくという、ルドヴィーコの治世を寓意的な
称揚であるという（注８）。このように読み解いていくと、さきの肖像画において、チェチリアに宮
廷での拠り所であるルドヴィーコ（太陽＝光源）を一心に見つめさせる表現をとることにより、
レオナルドはモデルの外観と保護者への恭順の意という内面を一体として表現し、さらに「貞節」
の象徴である白テンも加えることで、モデルの内面をひとつの画面上で十全に表す肖像画を完成
したのである。
図３ 聖ヨハネの斬首の画家《争う動物》
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）小道具と文字によるモデルの内面の表明
上記作例と同類の、あるいはこの傾向をさらにドラスティックに表現した肖像画として、ロレ
ンツォ・ロットの《ルクレティアに扮した婦人の肖像》（図４）があげられる（注９）。毛皮で裏打ち
されたヴェルヴェットの豪華な衣裳を身に着けたこの女性はルクレツィア・ヴァリエールとされ
る。彼女は左手に自分の名が由来する古代ローマの物語のヒロイン、ルクレティアが自刃するさ
まを描いた素描を持ち、右手でそれを示しつつ、視線を鑑賞者に投げかけている。
ルクレティアはある貴族の貞淑な妻であったが、夫の留守中に暴君タルクィニウスの息子セク
ストゥスに謀られ、脅迫されて凌辱された。彼女は父と夫に手紙でことの次第を告げ、自らの命
を絶ったという。素描には、ティツィアーノを想起させるような黒チョークの大きな動きをもつ
筆致で、短剣を胸に突き刺そうとする古代女性の姿が見える。モデルが提示しているのは、素描
だけではない。テーブルの上の紙片には「ルクレティアを範とし、不貞なる婦人は生きながらえ
ることなかれ」という一文が読める（注１０）。ルクレツィア・ヴァリエールの結婚を機に描かれたと
されるこの絵で、妻の貞淑の鏡とされたルクレティアの行為はイメージと言葉の両方で称揚され、
当時の新婦に期待されていた貞操の美徳というメッセージを、見る者は強く認識することになる。
宮廷人が君主にたいする忠誠の意を、目に見える形で表す肖像画は多数残されている。エリザ
ベス１世の肖像が印刻されたペンダントヘッドを見る者に提示し、なおかつ視線を送る形で描か
れた《クリストファー・ハットン卿の肖像》などが典型例であろう。（図５）（注１１）右上にえがかれ
たモデルの紋章図下のモットー「tandem si（終局となろうとも）」によってもまた、「君主への
忠誠」の意がさらに強調されることになる。
モデルがその思うところを、西洋絵画のアカデミックな伝統からすると「掟破り」とも見られ
かねない「言葉」を画面に記入することまでして伝えようとする表現法は、上記２作品で見たよ
うに１６世紀において顕著になったと思われるが、そのような表現方法がとられた背景に、同時代
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の西ヨーロッパ諸国で流行をみた「 標章」が考慮されるべきではないかと筆者は考えるもので
図４ ロット《ルクレティアに扮した婦人の肖像》
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あり、以下にその事例をあげてみたい。
インプレーザ
３．標章による「個人」の表現
インプレーザ
）１６世紀における標章の流行と研究上の問題点
インプレーザ
標章（impresa, pl. imprese）とは、通常、「イコン（icon
図像）」と「モットー（motto標語）」を組み合わせて何
らかの意味を視覚的に表す表現形態をさし、ルネサンス
時代以降、王侯貴族や人文主義者たちの間で流行をみた
象徴図像の一形態である。
標章は、特定の人物を表す「しるし」として、衣服の
装飾や戦時においては旗印などに使われたり、その人物
が造営ないし取得した建築物に掲げられたり、家具や食
器などの什器類に描かれたり、彫刻されたりした。また、
王侯貴族の大規模な冠婚葬祭のさいに町の広場などに作
られる一時的な芸術作品（エフェメラル）などのデザイ
ンにも、標章が取り入れられる場合もしばしばあった。
短文で表されるモットーは、意味を担う点において標章の中核をなす部分であり、多くはラテ
ン語やギリシア語などの古典語や外国語すなわち当人が日常生活では使わない言語が用いられ
た。モットーの内容は「座右の銘」のように、その人物が好んでいた言葉や、その人物が目指し
ていた道徳的価値を反映したものである場合が多く、いわばアイデンティティーの視覚化、一種
の「自己主張」の性格がある。
標章は機能の面から言えば個人の識別のためのものである点で紋章に似ており、また見た目は
エンブレム一般に似ているのだが、それらとの差異はどのように説明しうるのだろうか。
紋章は血統のなかで相続され、分割された紋章盾の内容によって祖先の家系を特定することが
できることから、「可視化された系図」と呼びうるかもしれない。これに対して、標章はその人
一代限りに終わるケースがほとんどであることが先ず挙げられる。また、紋章は一人につき１個
が原則であったが、標章は一人が数種類を同時並行的に使うことがあった点や、標章図には、紋
章で厳密に定められている色彩の組み合わせ方のルールや紋章盾の分割のルールなどは適用され
ず、図像の表現法がより自由である点などが挙げられよう。
複雑なのは、紋章に、標章の図像やモットーが組み合わされることもあった事実である。カー
ル５世の紋章盾が、彼の標章である２本の円柱と「PLVS OVTRE／PLUS ULTRA（さらに遠く
へ）」というモットーに囲まれた図が一例である。（図６）紋章学の先行研究ではこのような紋章
と標章の併用ないし共存という問題については、従来まったくといってよいほど看過されており、
事例を精査することによってその成り立ちのメカニズムを解明する余地がなおあると思われる。
肖像画と標章とを同時に展示し来訪者に見せていた１６世紀の事例を、この２つの表現分野の緊
密な関係を例証するものとして付言しておきたい。文献によってその有り様が知られている、パ
オロ・ジョーヴィオが晩年、故郷のコモ湖畔に建設した「ムゼオ」がそれであり、筆者は過去に
小論にまとめたことがある（注１２）。この場合、ジョーヴィオが長年にわたって集めた肖像画コレク
ションを展示する場に標章図が（おそらくはフレスコを用いて）描かれていたことが記録に残さ
図５ 作者不詳《クリストファー・
ハットン卿の肖像》
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れているのである。
）カール５世のブリュッセルにおける葬列
紋章による家系の可視化、そして標章を用いるこ
とによる個人の可視化は、時代を問わず、さまざま
な建造物、歴史的イベントの記録や記念碑にひんぱ
んに見てとることができる。とりわけ近世初頭に勢
力拡大の野心をもった君主たちは、彼らが建造した
り、また征服によって獲得した城館やモニュメント
に紋章や標章を掲げることで、その場所における権
力のプレゼンスを表明した。アルハンブラ宮殿内のカール５世の宮殿をはじめとするアンダルシ
ア地方の各地の建造物にくりかえし掲げられている「PLUS ULTRA」のモットーとヘラクレス
の二本柱の標章はその最たるものといえよう。
１５５８年にブリュッセルで息子スペイン王フェリーペ２世によって営まれたカール５世の盛大な
葬儀を記録した銅版画連作にもこの標章が非常に目立つ形で表されている。その中にある、葬列
で市中を巡行し最後にはミサが行われるサン・ミシェル・エ・ギュドル大聖堂身廊に設置される
ことになる巨大な船形のアッパラート「国家の船」を見てみたい（図７）（注１３）。
「国家の船」は船腹に故人の生前における複数の戦績をえがいた図が、この版画で見る限りで
はグリザイユの技法をもって描かれ、デッキには「カトリック王」にふさわしい「対神徳」すな
わち「信仰（Fides）」、「希望（Spes）」、「慈愛（Charitas）」の擬人像が乗りこんでいる。船上に
はまた、故人の紋章や標章をえがいた旗や支配地域の紋章旗がずらりと並べられ、船の後には神
聖ローマ皇帝冠とスペイン王冠を戴いた巨大なヘラクレスの二本柱が、波をかきわける海獣に牽
引されている。このように「国家の船」は、、「太陽の没することのない帝国」を築き上げたカー
ル５世個人を顕彰するための視覚イメージが総動員されたプロパガンダの性格がきわめて強いも
のとなっている。
壮大な装置を用いた葬列は、当然のことながら１６世紀に頻繁に行われた君主の入市式や凱旋行
進、祝祭のさいの馬上槍試合といった政治的ページェントの文脈で捉えられるべき論題であり、
先行研究も盛んであるが、そういっ
た装置の中にいかなる要素が見分け
られるかという表象論的観点から、
より詳細な分析が求められるところ
である。
４．その後の展開 （結びにかえて）
これまで述べてきたように、近世
西洋絵画における「個人」の表現は、
単に外面を再現的に描きだすことに
留意した一般的な肖像表現にとどま
らず、象徴的な図像やときに言葉を
図６ カール５世紋章および標章
図７ 国家の船
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画面に登場させることでモデルが内面に
もつものを鑑賞者に伝える方策がさまざ
まに工夫され、１６世紀においてその傾向
が顕著であった。ところが、次の時代に
目を向けるとある変化が見えるようであ
る。以下、拙稿の結びにかえて一例を示
してみたい。
フランソワ・マロの１７０２年の《ライス
ウェイク条約のもたらした成果》（図
８）（注１４）は 前 景・中 景・背 景 の３つ の
ゾーンから成っているが、背景では左隅
と右奥にミネルヴァが２回、一つは胸像
として、片方は神槍を振りかざし何者か
を闇の奥に追い払う姿で表されている。前景左には「絵画」、「彫刻」の擬人像がそれぞれの画材
とともに描かれ、その右側には鑑賞者には背を向けて画面中央に向かう一人の女性がいる。彼女
の足元には割れた石榴の実とミルテの小枝があることから、これが「アカデミー」の寓意である
ことが分かる。前景右には書物を足元に置き、手に白い羽根ペンを持つムーサの一人クレオがお
り、月桂冠を頭にいただく「名声」から書くべき内容を耳打ちされている。これらの擬人像たち
はみな、画面中央の人物群を敬意に満ちた視線で仰ぎ見ている。
画面中央には、あたかもラファエッロの《システィーナの聖母》が雲間から見る者に向かって
出現するさまをなぞったような姿態のアポロンと、オリーヴの冠をいただき手にもその一枝をも
つ「平和」の擬人像そしてその右側で視線を鑑賞者に向け、花や果物があふれる豊穣の角（コル
ヌコピア）を左手に持つ「豊穣」の擬人像が描かれている。「アカデミー」に「平和」と「豊穣」
をとりなすアポロンが「肖像」ではないにせよ、太陽王ルイ１４世を表していることは言うまでも
ない。ファルツ継承戦争後の芸術の隆盛がルイ１４世によってもたらされたことを称揚するこのプ
ロパガンダ図にえがかれた寓意像はみな、１６世紀のうちに広く普及した寓意表現の事典ないしガ
イドブックともいえるチェーザレ・リーパの『イコノロギア』に忠実に則っており、この絵を題
名とともに見る者は『イコノロギア』の知識がありさえすれば、絵が意味するところすなわちこ
こではルイ１４世の美点をたちどころに理解できるのである。
１７世紀以降のとくにプロパガンダ的な絵画では、多くの鑑賞者にとっての分かりやすさが追求
される傾向にあったとは言えないだろうか。『イコノロギア』の普及を前提として、画家は注文
主の意向をいわば逐語訳し、本作品にみられるようにステレオタイプ化された擬人像や神話の登
場人物を組み合わせて伝えるべき内容の可視化を整然とおこなったと考えられる。そして、注目
すべきは、それと時を同じくして、肖像画から、１６世紀にみられたような、モットーや古典から
の引用などの文字そのものを記すことが減じていくのである。
以上見てきたような、個人（ないし個人の顕彰）の表現の変遷について、今後さらに検証を試
みていきたいと思う。
注
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ンチの肖像》１４７４年頃、油彩・板、４２×３７cm、ワシントン、ナショナルギャラリー所蔵。
２．《フェデリコ・ダ・モンテフェルトロとバッティスタ・スフォルツァの肖像》１４７２―７４年頃、油彩・板、
各４７×３３cm、フィレンツェ、ウフィツィ美術館所蔵。
３．Hill, G.F., A Corpus of Italian Medals of the Renaissance before Cellini,１９３０, part, p.６―１０.
４．風をはらんだ帆のモチーフについては、亀の甲羅にマストを立て帆をえがき、「FESTINA LENTE（ゆ
インプレーザ
っくり急げ）」のモットーを伴うコジモ・デ・メディチの標章が名高いが、リオネッロのメダルにえがか
れた図像とは無関係であると思われる。
５．《白テンを抱く婦人》１４８５―９０年頃、油彩・板、５４×３９cm、クラコフ、チャルトリスキ美術館所蔵。
６．レオナルドによる素描《争う動物》、１４９４年頃、ルーヴル美術館所蔵（Inv.２２４７）。
７．聖ヨハネの斬首の画家《争う動物の寓意画》、１５１５―２０年頃、エングレーヴィング、２２．３×３１．５cm、チ
ューリヒ工科大学所蔵、Bartsch,  Nr.４４.
８．Frühe Italienische Druckgraphik１４６０―１５３０, Bestandkatalog der Graphischen Sammlung der ETH Zü-
rich, bearbeitet von Michael Matile, Basel１９９８, p.１４８.
９．《ルクレティアに扮した婦人の肖像》１５３３年頃、油彩・カンヴァス、９５×１１０cm、ロンドン、ナショナ
ルギャラリー所蔵。
１０．オウィディウス『祭暦』２：７２５―、リウィウス『ローマ建国史』１：５７―。
１１．作者不詳《クリストファー・ハットン卿の肖像》、１５８９年頃、油彩・板、７９×６４cm、ロンドン、ナショ
ナル・ポートレート・ギャラリー所蔵。
１２．吉澤京子、「パオロ・ジョーヴィオのコモの『Museo』」 鹿島美術研究年報第１５号別冊、１９９８年、p.２９０
～２９７。
１３．「国家の船」を含む葬列の全容については以下を参照。『印刷革命がはじまった』展カタログ、２００５年、
印刷博物館、No.６７、p.１５６～１５９。
１４．フランソワ・マロ《ライスウェイク条約がもたらした成果》、１７０２年、油彩・カンヴァス、１５２×１９６cm、
トゥール美術館所蔵。
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